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概要

鉄道の廃線研究は主に地上の地方線を対象として蓄積されてきたが、地下鉄（metro）の廃止・
休眠構造物を対象とした体系的整理はほぼ存在しない。本研究は、世界の地下鉄における廃線・

廃駅・未開業構造物とその再利用について、公開情報を一次・二次出典で検証した事例インベン

トリ（31エントリ、個別施設 26件）を構築し、状態（status）と再利用形態（reuse）の二軸で類
型化した。結果、(i) 営業地下鉄の全線廃止は世界的にほぼ 1例（ロチェスター）のみ、(ii) 駅・
ホーム単位の閉鎖と未開業構造物が休眠資産の主体、(iii) 休眠期間の中央値は 46年に達し再利
用は例外的に長期化する、(iv) 再利用の実現は「埋戻しコストとの非対称」「構造物のリアルオプ
ション価値」「事業者組織の連続性」「需要ショックのトリガ」「安全規制適合」の 5条件に整理で
きることを示す。最後に、廃止先例を持たずかつ開業 90年超の構造物を抱える日本の地下鉄へ
の含意を論じる。
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1 はじめに

日本の都市鉄道は建設時期が集中しており、最古の地下鉄（大阪市営地下鉄御堂筋線・1933年開
業）は敷設から 90年を超えた。事業者自身が設備老朽化を「喫緊の課題」と位置づけ、トンネル長
寿命化計画を公表している [1]。一方で人口減少に伴う移動需要の減退が進行しており、地上の地方
鉄道では廃止が既に常態化している——国土交通省の『鉄軌道の廃止実績』は平成 5年度以降の廃止
線を網羅的に公表している [2, 3]。ところが同統計に地下鉄（都市高速鉄道）の廃止区間は記載され
ていない。日本では営業地下鉄の全線廃止という先例が存在しないのである。

先例がないことは、リスクがないことを意味しない。むしろ「地下鉄は廃止されうるのか」「廃止・

休眠した地下構造物は都市にとって負債か資産か」という問いは、制度・工法・財政の設計を考える

上で未検討のまま残されている。国際的に見れば、地下鉄の構造物は廃止・閉鎖・未開業の形で多数

「休眠」しており、博物館・撮影スタジオ・訓練施設・ユーティリティ収容・遺産鉄道・そして数十年

越しの再開業へと多様な道をたどっている。

本研究の問いは次の 3点である。

RQ1：世界の地下鉄における廃止・休眠・未開業構造物には、どのような発生類型と規模があ
るか（what）。
RQ2：休眠構造物はどのような再利用経路をたどり、その成否を分ける条件は何か（how/why）。
RQ3：これらの知見は、廃止先例を持たない日本の地下鉄にどのような含意を持つか
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（implication）。

本稿の貢献は 3点ある。(1) 一次・二次出典を階層化して検証した 31エントリの事例インベントリ
を構築し公開する（再現可能なデータセット）。(2) 状態 ×再利用の二軸類型化により、単発の「幽
霊駅」紹介を超えた比較分析の枠組みを提供する。(3) 休眠構造物を「埋められない資産」かつ「都
市変化へのリアルオプション」として捉える解釈枠組みを提示し、日本への制度的含意を導く。

2 先行研究と理論枠組み

鉄道遺構とアダプティブ・リユース：廃止鉄道の転用研究は、米国のレール・トゥ・トレイル運動

やニューヨークのハイラインに代表される線形空間の公共空間化を中心に発展してきた [4]。建築分
野ではアダプティブ・リユースが建築遺産の持続可能性戦略として一般化されている [5]。しかしこ
れらの対象は主に地上・高架構造物であり、地下鉄構造物固有の制約——第三軌条・換気・浸水・消

防法規・列車通過の継続——は体系化されていない。

地下空間の持続可能性：地下空間利用の計画論では、Sterlingら [6]がライフサイクル費用、構造
物の超長期耐久性、将来利用の選択肢保持（option value）を持続可能性の中核に据え、Bobylev[7]
が都市マスタープランへの地下空間の主流化を論じた。本研究はこの「将来選択肢としての地下構造

物」という視点を、廃止・休眠インフラの分析に転用する。

縮小都市とインフラ撤退：人口縮小期のインフラ調整は縮小都市研究の中核課題である [8]。ただ
し地下鉄は撤退の先例がほぼなく、縮小対応の経験則が確立していない。

日本の廃線研究：日本の鉄道廃止研究は国鉄特定地方交通線以降の地方線を対象に蓄積があるが、

国土交通省統計が示す通り地下鉄の廃止は統計に現れず [2]、研究対象として空白である。未成線研
究では成田新幹線の構造物転用 [9, 10]が例外的に知られる。
以上から、地下鉄固有の廃止・休眠・再利用を系統的に類型化した研究は確認できない。本稿はこ

の空白に対する最初の系統的整理を試みる。

3 研究方法

3.1 用語の定義と分析単位

本研究の分析単位は地下鉄インフラ要素——路線区間・駅・ホーム・トンネル——とする。用語は

表 1の通り定義する。

3.2 データ収集と出典階層

事例は公開情報の目的抽出（purposive sampling）により収集した。発見経路は (a) 各都市の
地下鉄・交通博物館の公式資料、(b) 事業者・自治体の広報・統計、(c) 鉄道専門サイト・百科
事典での横断確認、の 3 系統である。各事例には出典を一次（事業者・自治体・公的機関・査
読文献）／二次（報道・専門サイト・百科事典）で階層付けし、一次出典が未確認の事実は本

文中でその旨を明示する。全データは data/cases.json に構造化して格納し、集計・表・図は

scripts/code_vault/adhoc/20261016_subway_inventory.py による決定論的スクリプトで生

成した。
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表 1 用語定義

用語 定義

廃線 営業中の地下鉄路線全体または主要区間の旅客営業廃止

支線廃止 幹線が残る条件下での支線・末端区間の廃止

廃駅 線路が現役のまま駅・ホームが閉鎖されること

未開業 構造物が完成または部分完成したが旅客営業に至っていな

い状態

休眠 旅客利用を失ったが構造物が消滅していない状態

再利用 休眠構造物の機能的転用（単なる残存は含めない）

再開業 休眠または未開業構造物が旅客営業を開始・再開すること

3.3 分類軸

状態分類は 6類（路線廃止・支線廃止・駅閉鎖・未開業・閉鎖後再開・移転残存）、再利用形態は
13類（博物館・遺産鉄道・撮影・訓練・ユーティリティ・構造物転用・再開業・ツアー・文化展示・
軍政府・倉庫・休眠のみ・埋戻し撤去）とする。休眠期間は、終了した休眠は閉鎖（または休眠開始）

から再利用/再開まで、継続中の休眠は開始から 2026年までと定義する。

3.4 限界

本インベントリは網羅的統計ではなく目的抽出であり、言語・公開情報量に依存する収集バイアス

がある（欧州事例が過半）。個別事例の事実精度は出典階層に依存し、二次出典のみの事例（パリ幽

霊駅、キーウ等）は一次確認の余地を残す。

4 結果：インベントリと類型

4.1 全体像

構築したインベントリは 31エントリ（個別施設 26件＋駅群・統計・対照の集約レコード 5件）か
らなる。全エントリを表 2に示す。地域内訳は欧州 17・北米 7・アジア 6・南米 1であり、一次出典
を 1件以上確認できた事例は 74.2%（23/31）である。
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図 1 地下鉄構造物のライフスパン（開業→閉鎖）。対角線上ほど短命。1930年代前後に閉鎖駅が
集中するのは、初期地下鉄の駅間距離の再調整（パリ 1939年動員、ロンドン近接駅統合）と第二
次大戦前後の需要構造変化を反映する。

図 2 休眠・廃止地下鉄構造物の再利用類型（複数該当あり）。「休眠のみ」が最大群だが、ツアー

公開・再開業・撮影・訓練等の転用が同等規模で並存する。
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表 2: 世界の地下鉄廃止・休眠・再利用事例インベントリ（本研
究で構築）

都市 事例 分類 期間・休眠 再利用形態

ロチェスター

（NY州）
Rochester Industrial and
Rapid Transit Railway（ロ
チェスター地下鉄）

路線廃止 1927–1956 構造物転用・埋戻し・撤去・

休眠のみ

シンシナティ

（OH州）
Cincinnati Subway（シンシ
ナティ地下鉄）

未開業 休眠 98年 ユーティリティ収容・ツ

アー公開・休眠のみ

ロンドン London Post Office Railway
（メイル・レール）

路線廃止 1927–2003 博物館・展示・遺産鉄道化・

ツアー公開

ロンドン（エセ

ックス）

Central 線 Epping – Ongar
支線

支線廃止 1949–1994 遺産鉄道化・ツアー公開

ロンドン Aldwych駅（旧 Strand駅） 駅閉鎖 1907–1994 映像撮影・ツアー公開・軍・

政府利用

ロンドン Down Street駅 駅閉鎖 1907–1932 軍・政府利用・ツアー公開

ロンドン Brompton Road駅 駅閉鎖 1906–1934 軍・政府利用

ロンドン Charing Cross駅 Jubilee線
ホーム

駅閉鎖 1979–1999 映像撮影・訓練・内部利用・

ツアー公開

ロンドン ロンドン地下鉄 廃駅・移転

駅 総数

駅閉鎖 休眠のみ

トロント Lower Bay駅（Bay Lower） 駅閉鎖 1966–1966 訓練・内部利用・映像撮影・

ツアー公開

ニューヨーク City Hall駅（IRT） 駅閉鎖 1904–1945 ツアー公開・休眠のみ

ニューヨーク Court Street 駅 → New
York Transit Museum

駅閉鎖 1936–1946 博物館・展示・映像撮影・

訓練・内部利用

ニューヨーク Second Avenue Subway
1970年代トンネル区間

閉鎖後再開 休眠 40 年→再
開

構造物転用・再開業

フィラデルフィ

ア

Franklin Square 駅

（PATCO）
閉鎖後再開 休眠 46 年→再

開

再開業

パリ パリ・メトロ 1939年動員閉
鎖群

駅閉鎖 –1939 訓練・内部利用・文化・展

示利用・映像撮影

パリ Croix-Rouge駅 駅閉鎖 1923–1939 文化・展示利用

パリ Arsenal駅 駅閉鎖 1906–1939 訓練・内部利用

パリ Haxo駅 未開業 休眠 105年 休眠のみ

パリ Porte Molitor駅 未開業 休眠 103年 休眠のみ

ベルリン ベルリン幽霊駅群（U6・U8・
S1系統）

閉鎖後再開 休眠 28 年→再
開

再開業・博物館・展示

（続く）
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表 2: 世界の地下鉄廃止・休眠・再利用事例インベントリ（続き）

都市 事例 分類 期間・休眠 再利用形態

マドリード Chamberí駅 → Andén 0 駅閉鎖 1919–1966 博物館・展示・ツアー公開

ストックホルム Kymlinge駅 未開業 休眠 50年 休眠のみ

キーウ Lvivska Brama 駅（リヴィ
ウ門駅）

未開業 休眠 35年 休眠のみ

モスクワ Spartak 駅（旧 Volokolam-
skaya）

閉鎖後再開 休眠 39 年→再
開

再開業

北京 福寿嶺駅（52号駅） 未開業 休眠 56年 再開業

シンガポール Hume駅（ダウンタウン線） 閉鎖後再開 休眠 10 年→再
開

再開業

ブエノスアイレ

ス

Pasco Sur・Alberti Norte両
ホーム

駅閉鎖 1913–1951 ユーティリティ収容・休眠

のみ

東京-成田 成田新幹線（未成線構造物の

転用）

未開業 構造物転用

東京 銀座線旧渋谷駅ホーム（1938
年構造物）

移転・残存 1938–2020 構造物転用・埋戻し・撤去

日本全国 日本の鉄軌道廃止実績（国土

交通省統計）

路線廃止 休眠のみ

大阪 Osaka Metro 中期経営計画
における老朽化対応

対照（現役） 休眠のみ

4.2 発見

F1：営業地下鉄の「全線廃止」はほぼ 1例のみ：インベントリ上、旅客地下鉄ネットワークの全廃
はロチェスター地下鉄（1956年旅客廃止）のみである [11, 12]。ロンドン・メイルレール（2003年
閉鎖→ 2017年博物館ライド化）[13]は専用貨物線、エピング・オンガー支線（1994年廃止→遺産鉄
道）[14, 15]は準郊外支線であり、いずれも「都市幹線地下鉄の廃止」ではない。地下鉄は埋設構造
故に廃止しても地上資産を回収できず、撤去費用が高いため「全線廃止」が事実上排除される——こ

の仮説は Cincinnatiの推計（埋戻し 1,960万ドル vs 5年間維持 260万ドル）[16]と整合的である。
F2：休眠資産の主体は「駅・ホーム単位」：駅閉鎖が 13件で最多である。TfL公式ガイドは廃止・

移転駅を「約 40 駅」と記録する [17]。閉鎖要因は多様で、(a) 利用低迷（Blake Hall 駅は 1 日 17
人 [15]）、(b) 駅間距離の合理化（ブエノスアイレス 1951年 [18]、ロンドン近接駅）、(c) 列車長編成
化への対応不能（Chamberí[19, 20]）、(d) 政治的分断（ベルリン 1961-89[21]）、(e) 戦時動員（パリ
1939年、332駅中 173駅休止 [22]）、(f) 延伸による迂回（Charing Cross Jubilee線ホーム [23]）に
整理できる。

F3：未開業構造物は「戦略的シェル」と「座礁資産」に二分する：未開業 7件中、シンガポール
Hume駅は 2014-15年に構体のみ先行建設し約 10年後に開業 [24, 25]という計画的成功例であるの
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に対し、パリ Haxo（1921年構築・地上出入口なし）[22]、ストックホルム Kymlinge（開発中止で
需要喪失）[26]、キーウ Lvivska Brama（ソ連崩壊後の財政凍結）[27]、北京福寿嶺（1969年完成・
現行消防基準との差異で未開業）[28]は座礁型である。シンシナティ（1928年建設中止）は米国最
大の未成地下鉄構造物として 98年間休眠している [16]。

F4：休眠は短期ではなく中央値 46年の長期現象：休眠期間の中央値は 46年（最大 105年：Haxo）。
しかし長期休眠は再利用を妨げない——Franklin Square駅は 46年の休眠後 2025年に 2,930万ドル
の改修で再開業 [29, 30]、モスクワ Spartak駅は 1975年構築の構体が 39年後の 2014年にスタジア
ム建設を契機に開業 [31, 32]、マドリード Chamberíは 42年後に博物館化 [19]。

F5：再利用類型は 7経路に集約される：図 2の分布を構造整理すると次の経路が得られる——T1
廃線跡の他交通用途転用（ロチェスター路盤→高速道路 I-490/I-590）、T2 ユーティリティ・機能収
容（シンシナティの 52インチ上水管・光ファイバー [16]、Alberti Norte変電所 [18]）、T3 博物館・
展示化（Court Street→ NY Transit Museum[33]、Chamberí→ Andén 0、メイルレール→ Postal
Museum[13]、Croix-Rouge 展示利用 [34]）、T4 事業者内部利用の収益化（撮影：Charing Cross
『Skyfall』[35]・Lower Bay[36, 37]、訓練：Arsenal[34]・Lower Bay、ツアー：Hidden London・City
Hall駅 [38]）、T5 遺産鉄道転換（エピング・オンガー [14]）、T6 休眠/未開業からの再開業（Franklin
Square・Spartak・ベルリン幽霊駅群・Hume・Second Avenue Subwayの 1970年代トンネル再利
用で約 5億ドル削減 [39, 40]）、T7 継続休眠・消滅（Kymlinge・Haxo・旧渋谷ホームの段階的撤去
[41, 42, 43]）。

5 考察：再利用の成否を分ける 5条件と日本への含意

5.1 再利用を可能にする構造的条件

表 2の縦覧から、再利用実現の条件として次の 5つが抽出できる。
C1 埋戻しコストとの非対称性：地下構造物は埋めても空間・利害が残り、撤去費が維持費を大き

く上回ることが多い（シンシナティの推計は 7.5倍 [16]）。これは再利用を「選好」ではなく「費用最
小化の選択」として押し出す構造的要因である。

C2 リアルオプション価値：休眠構造物は将来の都市変化に対するオプション権として機能する。
Second Avenue Subway は 1970 年代トンネルを再利用して約 5 億ドルを節約し [40]、Hume 駅は
「シェル先行建設」という意図的オプション設計の成功例である [25]。成田新幹線構造物が空港アク
セス線に転用された例 [9]も同型であり、Sterlingら [6]の「将来選択肢保持」論を実証する。

C3 事業者組織の連続性：TfL（Film Office・Hidden Londonツアー）[23]、TTC（訓練・撮影・
Doors Open）[37]、RATP（訓練・展示会場）[34] など、運営主体が存続する休眠資産は内部需要
（訓練・試験・撮影）で収益化・維持管理されやすい。逆に組織消滅した資産（ロチェスター、シンシ

ナティ）は公共部門の維持判断に委ねられ、再利用合意が数十年単位で遅延する。

C4 需要ショックのトリガ：再開は「需要側の変化」で起きる——スタジアム建設（Spartak）、住
宅開発（Hume）、政治的再統合（ベルリン）、博物館化という文化政策（Court Street・Chamberí）。
需要ショックなしに休眠は継続し、Kymlingeのように 50年を超える。

C5 安全・規制適合の壁：休眠期間中に建築・消防基準は更新される。福寿嶺は構造完成済みでも
現行消防基準との差異が開業を遅らせ [28]、Franklin Square再開は 2,930万ドルの規制適合改修を
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要した [29]。休眠期間の「凍結保存」は規制上の追越費用を積み上げる点で、再利用を遠ざける逆条
件でもある。

5.2 再利用の失敗・限界（ネガティブケース）

再利用は自動的に便益を生まない。失敗類型は 4 点ある。FM1 需要喪失による未開業座礁
（Kymlinge・Lvivska）。FM2 再利用企画の頓挫（City Hall 駅の博物館化構想は 1998 年に取消
[38]）。FM3 規制追越費用による再開遅延（福寿嶺）。FM4 構造物消滅による選択肢喪失（ロチェ
スター地下区間の部分埋戻し [12]、旧渋谷ホームの段階的撤去 [42]）。博物館化・ツアー化（T3）は
象徴的だがスループットが小さく、交通機能の回復を代替しない点も限界として記す。

5.3 日本への含意

日本では公式統計上、営業地下鉄の廃止先例が存在しない [2]。しかし大阪メトロが「敷設 90 年
超」トンネルの更新を公表し [1]、東京メトロ旧渋谷ホームが移転後の残存・撤去プロセスに入った
[41]ように、構造物の「休眠・残存・撤去」判断は既に現実の課題である。国際事例は日本に 3点の
含意を与える。

(i)「廃止しない」ことを前提とした休眠設計：日本の地下鉄構造物は需要が消えても構造が残り続
ける。将来需要の不確実性に備え、Hume型の「シェル先行建設＋設備後装」は意思決定の柔軟性を
生む。

(ii) 休眠資産の台帳・保全制度：日本には休眠地下構造物の公式台帳がない。TfL型の内部収益化
装置（撮影・訓練・ツアー）は、維持費を相殺する制度設計として転用可能である。

(iii) 規制適合の追越費用を見据えた維持戦略：福寿嶺・Franklin Squareが示す通り、長期休眠は
再開時の規制追越費用を生む。休眠を選ぶ場合、現行基準への定期的な差分評価を維持管理に組み込

む必要がある。

加えて、成田新幹線構造物の転用先例 [9]は「別交通用途への構造物転用」が日本でも法的・技術
的に成立することを示しており、地下鉄構造物についても同型の選択肢を制度上維持しておく価値が

ある。

6 おわりに

本研究は、世界の地下鉄における廃止・休眠・未開業構造物とその再利用を、出典階層付きの 31
エントリ・インベントリとして初めて系統的に整理した。主な結論は (a) 地下鉄の全線廃止はほぼ先
例がなく休眠資産は駅・ホーム単位が主体、(b) 休眠は中央値 46年の長期現象だが再利用を妨げな
い、(c) 再利用の実現はコスト非対称・リアルオプション・組織連続性・需要ショック・規制適合の
5条件で整理できる、(d) 日本は先例ゼロだが老朽化・人口減により休眠構造物の設計・保全制度の
検討が必要になる、という点である。

限界として、事例抽出が網羅的でなく言語・公開情報バイアスを含むこと、二次出典のみの事例が

約 26%残ること、因果推定ではなく類型整理であることを記す。今後の課題は、Wikidata/Open-
StreetMap等の構造化データによる網羅抽出、再開業コスト・維持費の定量比較、日本の地下鉄構造
物についての休眠シナリオ分析である。
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データ・コードの所在

事例データ（data/cases.json）、集計スクリプト（scripts/code_vault/adhoc/20261016_subway_inventory.py）、

集計結果（build/stats.json）、生成表（build/table_cases.tex）、生成図（figures/）はす

べて本稿付属リポジトリ内 papers/subway-abandonment-reuse/ に格納され、数値はスクリプト

再実行で再現可能である。
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